
リンカーン大学
ニュージーランド

1878年に創立されたリンカーン大学は、南半球で最も
古い農業学校です。クライストチャーチから約20分の場
所に、公園のような広大なキャンパスを構えています。70
か国から約3500人の学生が在籍しており、キャンパ
ス内は国際色豊かです。大学付属の英語学校では、大
学学部の進学を目指す留学生のために大学準備コース
を提供しています（IELTS対策コースではありません）。

リンカーン大学は、世界大学ランキング総合でトップ
356 、農林学ではトップ50にランキングされています（QS
ランキング）。学生と教授陣の比率の基準が国内トッ
プを誇っており、より少人数のクラスで、一人ひとりの

学生が教授と向き合うことができます。

KIA ORA  
and WELCOME



リンカーン大学はユーロリー
グ、ライフサイエンス(ELLS)
のメンバーです 
www.euroleague-study.org

メインキャパスは 
58ヘクタールの広大な緑の 

中に佇んでいます。

リンカーン大学では多
くの学位にフィールド
トリップと職業実習が
含まれています

リンカーン大学は世界大学
ランキング総合でトップ
356、農林学ではトップ
50にランキングされてい
ます（QSランキング)。

なぜリンカーン大学か？

16 リサーチセンター 

ニュージーランドで
＃１

- 質の高い教師陣
- 職業実習体験の機会 

- 学習支援

メインキャパス

全ての講義で少人数制講義
を基本としており、それも学
習レベルの高さの機軸とな

っています。

12:1

*2014学生対：アカデミックスタッフ比率

www.lincoln.ac.nz



リンカーン大学
リンカーン大学はニュージーランドの高等教育機関の中では歴
史が古く、ニュージーランド唯一のスペシャリスト養成大学で
す。1878年に農業学校として設立され、農業および土地に関す
る分野の実績が高く評価されてきました。

前身が農業学校であるという歴史に加え、近年では土地に関す
る学科も増えたことで、農村・都市インターフェース、アグリビジ
ネス、生物学・生態学の基礎、土地・大気・水資源の管理、生産工
程、マーケティング、食品の加工・利用、空間計画および造園、飲
食と健康、レクリエーション＆観光など、世界的に注目を集めて
いる学問分野のスペシャリストとしての地位を確立しています。

カンタベリー
リンカーンは、クライストチャーチから南へ20kmのカンタベリー
地方セルウィン地区にある豊かな街です。定住人口は約2,700
人ですが、学生街のため、大学の学期中は7,000人以上になりま
す。

南島最大の都市クライストチャーチヘは車かバスで30分以内の
距離です。人口約34万人のニュージーランド第二の商業中心地
のクライストチャーチは、生活や勉強や就業するのが楽しめる
街です。クライストチャーチは、世界でも有数の近代的で持続可
能な都市へと変身しつつあります。

古くから「ガーデンシティ」として知られていますが、情報通信
技術(ICT)のセンターでもあり、ライフスタイルと開発が程よいバ
ランスを取っています。急速に発展している文化とエネルギーに
溢れたクライストチャーチは学生にとって理想的な街です。

音楽やダンス、演劇、映画など様々な芸術が楽しめます。2年毎
に開催されるクライストチャーチ・アートフェスティバルは、パフ
ォーマンス、視覚芸術、応用芸術の祭典です。また、毎年10日間
にわたり一流の大道芸人が繰り広げるワールド・バスカーズ・フェ
スティバルは、カラフルな万華鏡のような楽しさで、年齢にかか
わらず万人に人気があり、待ち望まれている国際的なイベントで
す。
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大学準備コース
大学進学のための英語コース 
(English for Academic Purposes：EAP)
学部課程または大学院課程への進学を目指す留学生が、必要
となる英語力および学習スキルを培うためのコースです。進
学先のコースに備えて、以下の内容から選択できます。
• 学術書や学術誌を読む
• 正式なレポートや研究論文を書く
• 専門用語を学ぶ
• 図書館の資料を利用する
• 専門分野のセミナーや講演に出席して、メモを取る

リンカーン大学では4週間が1モジュールになっており、学生
は12週間(3モジュール)以上受講し、モジュール毎に行われる
公式のテストを受けなければなりません。1年を通じてほぼ毎
月、新しいモジュールが開講されます。

2020年は、4月20日、5月18日、 6月15日、7月20日、 
8月24日、9月21日、10月27日、11月23日です。2021年
は、1月11日、2月8日、3月15日、4月19日、5月24日、 
7月5日、8月2日、 9月6日、10月11日、11月15日です。

リンカーン大学で英語コースを受講するメリ
ット
• 大学での勉強や職場で成功するために必要とされる英語

力や学習スキルを身に付けるために特別にデザインされ
たコースです。

• 当大学の教員はニュージーランド国内外での語学教育経
験を持つ有資格者です。

• レベル別の少人数制クラスのため、教師は個々の学生に
対して丁寧な学習指導に当たります。

• 学生は、最初に英語能力テストを受けて、レベルに適し
たクラスに配置されます。その後、学生の英語力向上に
伴い、上のレベルに進みます。

• リンカーン大学の英語コース(Certificate in University
Studies)を修了した学生は、IELTSやTOEFLなどの外部 の
試験を受験せずに、リンカーン大学の学部課程へ進学 す
ることが可能です。

• 全レベルのクラスが12人以内の少人数制です。

大学準備サーティフィケート 
(Certificate in University Studies)
こちらの1セメスターのファウンデーションコースは、生徒さ
んが大学での学習をするために準備し、学士コースやDiploma 
in University Studiesという、修了後に指定の学士コースの2
年目に進学することができるコースに進むためのものです。
英語のほか、ライティングや、勉強のスキルのほか、大学
での勉強と関係する、コミュニケーションとIT、数学、経済
学、環境等の勉強を進めていきます。

大学準備ディプロマ 
(Diploma in University Studies)
このコースは、2セメスターまたは3セメスター間のコースで、2
セメスター間と3セメスター間では、入学基準が異なります(3セ
メスター間のコースは入学基準が若干緩和されています)。学士
(Bachelor/Degree)コースへ進むためのpre-degree レベルから、大
学の専門コースである学士コース1年目を修了するところまで持っ
ていきます。一定の基準を達成して無事終了した場合は、その後、
指定の学士コースの2年目をスタートできます。

アカデミックのコミュニケーション、勉強とリサーチのスキルのほ
か、当大学で勉強する学位コースのプログラムのある幅を持った中
から、選択されたコースの勉強をしていきます。

学士号課程  
(Bachelor Degrees)
• Bachelor of Agribusiness and Food Marketing アグリビジネ

ス＆食品マーケティング
• Bachelor of Agriculture 農学
• Bachelor of Agricultural Science 農業科学
• Bachelor of Commerce 商学

• Accounting and Finance 会計＆財務
• Food and Resource Economics 食品＆資源経済
• Hotel and Tourism Management ホテル＆観光マネジメント
• Global Business グローバルビジネス
• Marketing マーケティング
• Supply Chain Management and Global Business

サプライチェーンマネジメントとグローバルビジネス
• Bachelor of Commerce (Agriculture) 商学(農業)
• Bachelor of Commerce (Agriculture and Professional

Accounting) 農業 & 専門会計
• Bachelor of Environment and Society 環境＆社会

• Water Management ウォーターマネジメント
• Bachelor of Environmental Management 環境管理
• Bachelor of Environmental Policy and Planning 環境政策・計画
• Bachelor of Land and Property Management 土地・不動産管理
• Bachelor of Landscape Architecture 造園
• Bachelor of Science 科学

• Conservation and Ecology 環境保全と生態学
• Environment 環境科学
• Food Science 食品科学

• Bachelor of Sport and Recreation Management スポーツ＆レ
クリエーション・マネジメント

• Bachelor of Tourism Management 観光マネジメント
• Bachelor of Viticulture and Oenology ブドウ栽培＆ワイン醸

造学

リンカーン大学では、スペシャリストの資格が取得できる様々なコースを学部および大学院で提供しています。ほとんど
のコースに柔軟性があるため、将来の進路に最適なコースを選択することが可能です。

スペシャリストの
資格を取得



グラデュエイト・ディプロマ 
(Graduate Diplomas)
• Graduate Diploma in Applied Science 応用科学
• Graduate Diploma in Business Sustainability ビジネス・サ

ステナビリティ
• Graduate Diploma in Commerce 商学
• Graduate Diploma in Property Management 不動産管理
• Graduate Diploma in Recreation Management レクリエー

ション・マネジメント
• Graduate Diploma in Resource Studies 資源学
• Graduate Diploma in Social Science 社会科学
• Graduate Diploma in Tourism Management 観光マネジメ

ント
• Graduate Diploma in Valuation 評価学
• Graduate Diploma in Viticulture and Oenology ブドウ栽

培＆ワイン醸造学

ポストグラデュエイト・ディプロマ 
(Postgraduate Diplomas)
• Postgraduate Diploma in Agricultural Science 農業科学
• Postgraduate Diploma in Applied Science 応用科学
• Postgraduate Diploma in Commerce 商学
• Postgraduate Diploma in Disaster Risk Resilience 災害リス

クとレジリエンス（回復力）
• Postgraduate Diploma in Horticultural Science 園芸学
• Postgraduate Diploma in International Rural Development

インターナショナル農村開発
• Postgraduate Diploma in Land Society 土地・社会
• Postgraduate Diploma in Parks, Recreation and Tourism

Management 公園・レクリエーション・観光マネジメント
• Postgraduate Diploma in Water Resource Management 水

管理

講義中心の修士号課程  
(Taught Master’s Degrees)12・18ヶ月
• Master of Business (Finance) 財政学
• Master of Business (Global Management and Marketing)

グローバル・マネジメント＆マーケティング
• Master of Disaster Risk Resilience 災害リスクとレジリ

エンス（回復力）
• Master of Environment Policy and Management 環境管

理
• Master of International Rural Development インターナ

ショナル農村開発
• Master of Management in Agribusiness アグリビジネ

ス・マネジメント
• Master of Management in Agricultural Systems 農業シ

ステムマネジメント
• Master of Professional Accounting (CPA) 専門会計
• Master of Science in Food Innovation 食品イノベーショ

ン科学
• Master of Sport and Recreation Management スポー

ツ＆レクリエーション・マネジメント
• Master of Tourism Management 観光マネジメント

研究主体の修士号課程  
(Research Master’s Degrees) 2年間
• Master of Agricultural Science 農業科学
• Master of Applied Science 応用科学
• Master of Commerce (Agricultural) 商学(農業)
• Master of Commerce and Management 商学＆マネジメ

ント
• Master of Horticultural Science 園芸学
• Master of Landscape Architecture 造園
• Master of Science 科学
• Master of Water Resource Management 水資源管理

博士号課程 (PhD)
修士課程のある全学科において、博士課程を提供していま
す。修士課程または優等学位課程取得後に、3年間の研究を修
了して論文を提出します。博士課程の学生は研究団体におけ
る重要なメンバーとなり、研究グループやセンターの中心的
存在となります。

• Master of Wine and Viticulture ブドウ栽培＆ワイン醸造学



YUKIKO WADAMORI - Master of Science
私は本学で2016年にMasters of Scienceの資格を取得され、現在はリンカ
ーンにある、Plant and Food ResearchでResearch Associate として働いて
います。学士を取得されたのは日本でしたが、実はScienceではなく、歯科
医師（口腔外科医）の資格を持ち、東京の大学病院で５年の経験を持つと
いう異色の経歴をお持ちです。

私が本学を選んだのは、ニュージーランドでは昔から興味を持っていたフ
ードサイエンスに関する仕事がしたいと思ったからだそうです。修士二年
目では、色々な種類の畑や店の野菜中に存在する病原菌数種類を検査し、
サラダ野菜の安全性について研究を行い、論文を書きました。この一年間
の研究で、PC2のLab(バイオセーフティーレベルのやや高い研究室）を使う
という経験をし、さまざまな病原菌の検査方法を学ぶことができました。
就職するときにはこの経験が役に立ちました。

KIYOSHI SAKATSUME - Graduate Diploma in Viticulture & Oenology
私は、2016年11月にグラデュエイト・ディプロマ (ブドウ栽培＆ワイン醸
造学）を卒業いたしました。大学ではワインを造る為の全ての工程を、葡
萄の栽培からボトリングまでを体系的に学びました。卒業後の就職活動に
ついては苦労しましたが、大学の教授からの推薦状のおかげもあって、3つ
のワイナリーからオファーをいただきました。最終的には Pyramid Valley 
Vineyards というワイナリーで醸造スタッフとして働くことが出来ました。
その後、Mountford Estate というワイナリーで栽培スタッフとして働きま
した。それぞれ２−３ヶ月ほどの経験となりました。現在は日本に帰国し
て、新潟県にあるワイナリーで栽培醸造責任者として働いています。生ま
れ故郷で長年の夢だった仕事が出来ることが本当に嬉しくて、毎日楽しい
日々を送っています。リンカーン大学での経験がなければ今の日々はあり
ませんでした。ワインの栽培や醸造だけでなく、ワインビジネスに関わる
全ての仕事に対して非常に役に立つプログラムだと思います。ワイン業界
への就職をお考えの方々にお勧めいたします。

AIRI URUSHIBARA - Short Term English
私は日本の関西出身です。私はここに3ヶ月滞在しています。私のリンカー
ン大学での一番の良い経験はキウイ（現地のニュージーランド人）と友達
になれたことです。彼らは私にとても親切です。私たちは生活様式や宗教
のような文化の違いについて話しました。私はニュージーランドの文化を
学ぶだけでなく自分の英語を練習する機会を得ました。

私はニュージーランドのたくさんの美しい自然を見ました。ミルフォード
サウンドに行ったとき私はとても驚きました。とても美しい。クイーンズ
タウンやアカロア、テカポ湖もまた私がたくさん写真を撮ったいい場所で
す。リンカーン大学は英語を学ぶ素晴らしい環境が整っている。先生方は
いつも私たちに優しく、助けになってくれる。ここで私の英語を上達する
素晴らしい良い機会です。

HARUKA KUMADA - Short Term English
関西外国語大学外国語学部英米科３年の熊田遥香です。リンカーンに来て
３か月目です。 自分の英語力の向上はもちろんなんですけど、異文化での
生活がどのようなもので、多国籍の人達と関わることによって、自分はど
のようであるかを見つめ直し、どんな対応が必要かを経験しながら、学ん
でいければと思ってきました。

リンカーンにいる先生方は、生徒との距離が近いというのが印象的です。
どこかですれ違ったりしたら、軽くしゃべりかけてきてくれるので、わか
らないところもウェルカムな感じで分かりやすく説明してくれます。リン
カーン大学にきたら、フレンドリーで国際色豊かな人達と愉快な先生方に
出会えます。でも、留学前の文法と単語の勉強によって、どれだけその人
たちと深く関われるかが変わってきます。今のうちに基礎を完璧にして、
リンカーン大学でめいいっぱいい楽しんでください。



課程 期間－ 
フルタイム 入学資格 授業料

IELTS 
(Academic) (
アカデミッ
ク)

TOEFL
リンカー
ン大学 
EAP

大学進学のた
めの英語コ
ース

1モジュール= 
4週間 - 1モジュール

NZ$1,820 - - -

大学準備
サティフィケ
イト

1セメスター 高等学校卒業証明書平均2.5 NZ$10,300
5.0以上(全て
の分野で5.0
以上)

iBT 35点 
(writing 
score of 14)

55%

大学準備
ディプロマ

3セメスター 高等学校卒業証明書平均3.0 NZ$37,300

3セメスタ
ー：5.5以上
(全ての分野
で5.0以上) 

iBT 46点 
(writing 
score of 18) 

60%

2セメスター 高等学校卒業証明書平均3.5 NZ$27,300

2セメスタ
ー：5.5以上
(全ての分野
で5.5以上)

iBT 53点 
(writing 
score of 18)

学士号課程 6セメスター 大学入学資格または同等の資格。
個別評価。

NZ$28,500 - 
31,000

6.0以上(全て
の分野で5.5
以上)

iBT 60点 
(writing 
score of 18)

65％

グラデュエイ
ト・ディプ
ロマ

2セメスター 学士学位を有し、その成績が平均
C+(60～64％)以上。

NZ$28,500 - 
31,000

6.5以上(全て
の分野で6.0
以上)

iBT 80点 
(writing 
score of 
21 and 
speaking 
score of 18)

70%

ポストグラデ
ュエイト・デ
ィプロマ

2セメスター
専攻する分野に関する学士学位を
有し、その成績が平均B-(65～69
％)以上。

NZ$28,500 - 
33,500

講義中心の修
士号課程

試験のみ－1
年間

通常の条件は、適切な経歴を持
ち、専攻する分野の学士学位の成
績が平均B以上。(70～74％)
論文のみの条件は、最優秀または
準最優秀上位優等学士学位もしく
は同等レベル。

NZ$42,750 - 
45,000

研究主体の修
士号課程

試験および論
文－2年間

NZ$28,500 - 
NZ$33,500

博士号課程 3年間(通常)

デビジョン1の最優秀または準最優
秀優等学士学位もしくは同等レベ
ル、または、進学を希望する分野
または同等の分野(修士学位など)の
デビジョン 1で最優秀または準優秀
優等学士学位(75～79％)

NZ$7,446

英語レベルの入学基準

コース案内

「さらなる学習のための英語」賞
英語の進学用EAPコースを勉強されるかたで、修了後にファウンデーションコースのCertificate in University Stud-
ies、Diploma in University Studies、or an undergraduate degreeに入学される方には、12週間のEAPコース授業料
($5460相当)が無料になります。

留学生向け「講義中心の修士号（Taught Master）」奨学金
180単位の（リサーチでない）、クラスで教授されるタイプの修士 <Taught Master>入学の際、学士コース
(Bachelor/Degree)の最終学年で B+ または、平均75%の成績を残して修了されると、Masterコース入学の際に$7000 
- $10,000の奨学金が大学より与えられます。 

Patrick Yeung 
International Operations Manager
E: patrick.yeung@lincoln.ac.nz
P: +64 3 423 0018



ADDITIONAL INFORMATION
We have range of other publications

and resources available for your
reference, visit 

www.lincoln.ac.nz/brochures.

The information in 
this publication is 
covered by Creative 
Commons Licience
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